
別台 -01
　
琉
球
国
中
山
王
尚
育
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
仏
国
の
戦
船
来
琉
し

和
好
・
貿
易
・
布
教
を
求
む
る
も
拒
絶
し
た
る
に
、
仏
人
等
二
人
を
残

置
せ
し
め
た
る
旨
の
咨
文
（
道
光
二
十
四
《
一
八
四
四
》、
八
、
四
）

琉
球
国
中
山
王
尚
（
育
）、
咨
明
す
る
事
の
為
に
す
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
道
光
二
十
四
年
三
月
十
一
日
、
海
船
一
隻
、
敝
国
の

那
覇
洋
面
に
来
到
し
て
停
泊
す
る
有
り
。
随
即
に
員
に
委
し
て
来
歴
を
訪
ね

問
わ
し
む
る
も
、
言
語
通
ぜ
ず
。
内
に
通
事
一
名
有
り
。
中
国
人
に
係
る
。

称
す
る
に
拠
る
に
、「
仏
朗
西
国
の
第
一
号
の
戦
船
に
係
る
。
其
の
総
兵
、

名
は
ｆ
爾
烈
ｇ
璞
朗
、
船
上
に
は
共
に
二
百
三
十
人
有
り
。
広
東
の
澳
門
よ

り
起
程
し
、
来
た
り
て
糧
食
を
買
い
、
併
び
に
木
料
を
買
い
て
船
上
の
折
れ

た
る
処
を
修
補
せ
ん
と
す
」
等
の
語
あ
り
。
即
ち
木
料
・
牛
・
羊
・
鶏
・
豚
・

魚
・
酒
・
蔬
菜
等
の
件
を
発
給
せ
し
む
。

続
い
で
該
総
兵
の
啓
称
に
拠
る
に
、「
我
が
国
は
恒
に
中
国
と
盟
好
を
通

じ
、
交
接
す
る
こ
と
親
切
な
れ
ば
、
特
に
各
戦
船
の
総
兵
を
し
て
中
国
の
隣

近
の
諸
国
に
去
き
て
和
を
通
じ
好
を
結
び
、
往
来
し
て
貿
易
す
る
を
求
め
し

む
。
本
総
兵
は
貴
国
と
和
好
す
る
為
に
令
を
奉
じ
て
来
た
る
。
余
は
久
し
く

此
に
住
ま
る
能
わ
ざ
る
も
、
数
月
の
後
に
必
ず
や
大
総
兵
都
督
の
大
船
、

或
い
は
各
戦
船
の
到
来
す
る
有
れ
ば
、
宜
し
く
彼
に
示
覆
す
れ
ば
可
な
る
べ

し
。
此
の
時
に
当
た
り
通
事
は
緊
を
要
す
れ
ば
、
今
、
執
事
の
ｆ
爾
咖
助
を

留
め
、
通
事
の
粤
五
思
旦
と
同
に
、
貴
国
に
在
ら
し
め
ん
こ
と
を
要
む
」
等

の
由
あ
り
。

本
爵
、
意
い
て
謂
わ
く
、
敝
国
は
蕞
爾
の
蜃
疆
に
し
て
、
土
は
痩
せ
地
は

薄
く
物
産
は
多
か
ら
ず
、
金
銀
は
出
ず
る
無
け
れ
ば
、
広
く
他
国
と
交
通
す

る
能
わ
ず
。
若
し
仏
国
と
好
を
結
び
往
来
し
て
貿
易
す
れ
ば
、
洵
に
煩
累
頻

繁
に
し
て
、
遂
に
顚
覆
の
憂
を
招
か
ん
こ
と
を
恐
る
。
且
つ
他
国
人
を
し
て

上
陸
し
て
淹
留
せ
し
む
る
は
、
素
よ
り
国
家
の
厳
禁
に
係
る
。
即
ち
飭
し
て

文
を
具
え
て
固
辞
せ
し
め
ん
と
す
。
但
だ
該
総
兵
は
聴
従
す
る
を
肯
ぜ
ず
。

十
九
日
に
于
て
強
い
て
執
事
一
名
・
通
事
一
名
を
留
め
、
開
船
し
て
回
り
去

け
り
。

厥
の
後
、
執
事
ｆ
爾
咖
助
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、「
琉
球
は
窮
し
て

産
す
る
所
多
く
無
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
𠸄
国
は
其
（
琉
球
）
の
中
国
と
日

本
の
間
に
居
り
、
両
国
の
貨
船
は
此
に
聚
ま
る
べ
き
を
見
て
、
遂
に
心
に
之

を
取
ら
ん
と
す
る
は
一
年
な
ら
ざ
る
有
り
。
仏
国
は
其
の
謀
を
阻
ま
ん
と
欲

す
。
惟
う
に
二
計
有
り
。
一
は
或
い
は
格
外
に
保
護
し
、
一
は
或
い
は
先
に

自
ら
之
れ
を
取
る
。
但
だ
先
に
自
ら
之
れ
を
取
れ
ば
、
則
ち
公
議
保
ち
難

し
。
格
外
に
保
護
す
る
は
我
が
心
の
愿
い
な
り
。
夫
れ
、
国
家
の
患
は
以
て

人
に
譬
う
べ
し
。
或
い
は
大
症
に
染
ら
ん
か
、
初
め
て
之
れ
に
染
る
の
際
は

尚
お
医
治
す
べ
し
。
如
し
神
を
留
め
ず
し
て
調
治
を
懈
れ
ば
、
病
は
必
ず
裏

に
入
り
之
れ
を
膏
肓
に
附
し
、
竟
に
不
治
の
症
と
成
る
。
乞
う
ら
く
は
、
早

や
か
に
之
れ
が
計
を
為
し
、
遅
延
す
べ
か
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
大
事
を
悞
る

を
恐
る
」
等
の
由
あ
り
。

併
び
に
通
事
粤
五
思
旦
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、「
仏
国
の
戦
船
は
西



よ
り
東
に
来
た
れ
ば
、
化
費
は
限
り
無
し
。
若
し
深
く
其
の
意
を
知
り
万
全

の
計
を
得
れ
ば
、
則
ち
吉
有
り
て
凶
無
し
。
否
ら
ず
ん
ば
則
ち
禍
福
は
料
り

難
し
。
近
ご
ろ
聞
く
に
、
西
土
の
各
国
は
議
し
て
曰
う
有
り
、
凡
そ
天
下
に

吾
が
西
土
と
通
好
せ
ざ
る
者
あ
れ
ば
之
れ
を
伐
つ
べ
し
、
と
。
更
に
曰
く
、

琉
球
は
西
土
と
和
好
を
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
必
ず
や
西
土
の
疆
国
の
有
す
る
所
と

為
ら
ん
、
と
。
倘
し
或
い
は
糊
然
と
し
て
彼
の
和
好
を
絶
て
ば
、
是
れ
自
ら

怨
を
招
く
な
り
。
詳
細
に
之
れ
を
察
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
」
等
の
由
あ

り
。
各
々
稟
を
具
え
て
前
来
せ
り
。

本
爵
、
意
い
て
謂
わ
く
、
敝
国
は
海
隅
に
僻
処
す
る
も
、
叨
く
も
皇
上
の

覆
載
の
恩
を
蒙
り
、
世
々
王
爵
を
膺
け
、
代
々
貢
職
を
供
し
、
国
を
泰
ん
じ

民
を
安
ん
じ
、
永
く
太
平
を
享
く
。
若
し
乃
ち
仏
国
と
交
通
し
て
其
の
保
護

と
為
れ
ば
、
但
だ
に
臣
子
の
忠
順
の
忱
を
失
う
の
み
な
ら
ず
、
更
に
天
朝
の

存
恤
の
恩
に
負
く
な
り
。
且
つ
該
両
人
の
言
を
察
す
る
に
、
人
の
謀
を
阻
む

と
云
う
と
雖
も
、
実
は
己
が
利
を
図
る
に
在
り
。
苟
焉
と
し
て
之
れ
に
従

い
、
其
の
陰
謀
に
墜
る
べ
か
ら
ず
、
と
。
即
ち
固
辞
せ
し
む
。

又
、
該
執
事
の
ｆ
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、「
予
は
即
ち
天
主
の
聖
教

を
伝
う
る
の
士
な
り
。
仏
国
よ
り
開
船
し
て
他
国
に
往
か
ん
と
欲
す
。
澳
門

に
到
る
の
後
、
窃
か
に
聞
く
に
、
西
土
の
人
は
貴
国
の
疆
土
を
取
ら
ん
と
欲

す
、
と
。
故
に
前
教
を
伝
授
し
、
生
霊
を
塗
炭
よ
り
救
わ
ん
と
欲
す
。
乃
ち

跋
渉
艱
楚
し
て
来
た
る
。
乞
う
ら
く
は
、
天
主
の
聖
教
を
貴
国
の
各
府
・
州

の
地
方
に
于
て
明
伝
す
る
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
。
則
ち
貴
国
を
幫
持
し
て
遠

く
よ
り
将
来
の
凶
険
を
絶
ち
、
些
微
の
災
害
を
も
受
け
ざ
ら
し
む
べ
し
」
等

の
由
あ
り
。

本
爵
、
意
い
て
謂
わ
く
、
敝
国
は
畳
々
聖
朝
の
菁
莪
の
化
に
沾
い
、
孔
孟

の
経
伝
の
道
を
学
ぶ
を
得
た
り
。
所
謂
天
主
教
な
る
者
は
学
習
す
べ
か
ら
ざ

る
な
り
、
と
。
即
ち
飭
し
て
辞
却
せ
し
む
。

又
、
前
事
の
為
に
す
。

執
事
ｆ
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、「
𠸄
国
を
阻
ま
ん
と
欲
す
る
の
一
款

の
策
は
上
献
す
る
と
雖
も
、
其
の
用
い
る
と
用
い
ざ
る
と
は
貴
国
に
在
り
。

若
し
是
れ
後
来
或
い
は
便
な
ら
ざ
る
有
れ
ば
、
怨
み
を
遠
人
に
帰
す
る
勿

か
れ
。
其
の
天
主
教
を
伝
え
る
に
至
り
て
は
、
既
に
天
主
の
命
を
承
け
た
れ

ば
、
勢
い
必
ず
や
行
わ
ざ
る
を
得
ず
。
豈
に
半
途
に
し
て
廃
す
べ
け
ん
や
。

如
し
允
准
せ
ざ
る
と
も
、
則
ち
遠
人
は
貴
国
を
離
別
す
る
を
肯
ぜ
ず
。
必
ず

や
鞠
躬
尽
悴
し
て
以
て
人
の
霊
魂
を
救
う
の
功
を
立
つ
る
を
将
て
、
予
の
死

す
る
の
後
、
才
徳
、
予
に
勝
る
こ
と
百
倍
す
る
者
、
必
ず
や
踵
を
継
い
で
来

た
る
べ
し
」
等
の
由
あ
り
。

本
爵
、
意
い
て
謂
わ
く
、
敝
国
は
明
の
洪
武
年
間
に
在
り
て
荷
く
も
閩
人

三
十
六
姓
を
賜
り
、
教
う
る
に
孔
孟
の
道
を
以
て
す
。
聖
朝
の
定
鼎
す
る
に

至
り
て
は
、
文
教
は
覃
い
に
敷
か
れ
、
斯
文
は
丕
い
に
振
る
い
、
化
に
沐
す

る
こ
と
益
々
厚
く
、
学
を
慕
う
こ
と
漸
く
深
し
。
文
廟
を
設
建
し
、
儒
を
崇

び
道
を
重
ん
じ
、
均
し
く
鄒
魯
の
風
に
向
か
う
。
凡
そ
国
中
の
行
う
所
の
政

務
は
亦
た
中
朝
の
定
制
に
遵
い
、
敢
え
て
軌
を
異
に
せ
ず
。
若
し
今
、
天
主

教
を
学
べ
ば
、
則
ち
上
は
天
朝
の
異
端
を
黜
け
て
以
て
正
学
を
崇
ぶ
の
至
意

に
負
き
、
下
は
海
国
の
邪
説
に
惑
い
て
良
心
を
昧
ま
す
の
弊
竇
を
開
か
ん
、



と
。
即
ち
固
辞
せ
し
む
。
然
れ
ど
も
未
だ
曽
て
心
に
領
略
せ
ず
。
動
も
す
れ

ば
借
端
し
て
事
を
生
ぜ
ん
と
す
る
の
機
有
り
。

窃
か
に
査
す
る
に
、
該
仏
国
人
等
は
故
無
く
し
て
境
に
入
り
、
初
め
は
好

を
結
び
貿
易
せ
ん
と
欲
し
、
次
い
で
格
外
の
保
護
を
求
め
、
後
に
は
天
主
教

を
伝
え
ん
こ
と
を
要
む
。
称
す
る
所
の
言
詞
は
、
反
覆
し
て
常
靡
け
れ
ば
、

測
度
す
べ
か
ら
ず
。
日
後
に
至
り
て
若
し
大
総
兵
の
国
に
到
る
有
れ
ば
、
如

何
に
騒
攪
す
る
や
を
知
ら
ず
。
現
今
、
官
役
に
申
飭
し
、
心
を
尽
く
し
て
籌

画
し
、
務
め
て
大
総
兵
の
国
に
到
る
を
俟
ち
て
、
之
れ
を
待
つ
に
礼
を
以
て

し
、
之
れ
に
告
ぐ
る
に
義
を
以
て
し
、
其
れ
を
し
て
騒
攪
す
る
を
致
さ
ざ
ら

し
め
、
彼
の
二
人
を
率
い
て
一
同
に
帰
国
す
る
を
要
め
ん
と
す
。

茲
に
進
貢
の
便
に
値
た
れ
ば
、
合
に
先
に
咨
明
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
貴

司
に
移
咨
す
。
請
煩
わ
く
は
察
照
し
て
督撫
両
院
に
転
詳
し
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
八
月
初
四
日

注
（
1
）	

仏
朗
西
国
　
フ
ラ
ン
ス
。
一
八
四
四
年
当
時
は
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
国

王
と
し
た
立
憲
君
主
制
の
王
政
（
一
八
四
八
年
、
二
月
革
命
で
第
二
共
和

政
と
な
っ
た
）。

（
2
）	

総
兵
　
提
督
。
こ
こ
で
は
道
光
二
十
四
年
三
月
那
覇
に
来
航
し
た
仏
船
ア

ル
ク
メ
ー
ヌ
号
の
艦
長
デ
ュ
プ
ラ
ン
の
こ
と
。

（
3
）	

ｆ
爾
烈
ｇ
璞
朗
　
デ
ュ
プ
ラ
ン
。
ベ
ニ
ー
ニ
ュ
・
ユ
ー
ジ
ン
・
フ
ォ
ル

ニ
ェ
・
デ
ュ
プ
ラ
ン
（Benigne	Eugene	Fornoer-Duplan

）。
仏
船
ア

ル
ク
メ
ー
ヌ
号
の
艦
長
。
道
光
二
十
四
年
三
月
那
覇
に
来
航
し
、
フ
ォ
ル

カ
ー
ド
と
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
を
琉
球
に
残
し
て
出
航
。

（
4
）	

澳
門
　
マ
カ
オ
。
広
東
省
沿
岸
部
に
面
し
た
島
嶼
。

（
5
）	

啓
称
　
啓
は
申
し
上
げ
る
意
。
て
が
み
、
個
人
的
な
書
簡
（「
用
語
解
説
」

参
照
）。

（
6
）	

大
総
兵
都
督
　
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
艦
隊
の
提
督
セ
シ
ー
ユ
の
こ

と
。
道
光
二
十
六
年
五
月
ク
レ
オ
パ
ー
ト
ル
号
で
那
覇
に
来
航
。

（
7
）	

執
事
　
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
教
会
職
務
の
ひ
と
つ
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
で
は
司
祭
に
つ
ぐ
職
位
で
あ
る
助
祭
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
は
フ
ォ
ル

カ
ー
ド
の
こ
と
。

（
8
）	

ｆ
爾
咖
助
　
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
。
テ
オ
ド
ー
ル
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
フ
ォ

ル
カ
ー
ド
（Theodore	Augustin	Forcade

）。
一
八
一
六
～
八
五
年
。

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
。
一
八
四
二
年
（
道
光
二
十
二
）
パ
リ
外
国
宣
教
会

に
入
り
、
道
光
二
十
四
年
三
月
ア
ル
ク
メ
ー
ヌ
号
で
来
航
。
天
久
聖
現
寺

に
約
二
年
滞
在
。
厳
し
い
監
視
の
下
で
布
教
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
琉
球

語
を
学
び
『
琉
仏
辞
典
』
を
執
筆
し
た
。
道
光
二
十
六
年
、
セ
シ
ー
ユ
提

督
率
い
る
ク
レ
オ
パ
ー
ト
ル
号
で
帰
国
（『
沖
縄
大
百
科
』）。

（
9
）	

通
事
　
こ
こ
で
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
コ
ウ
を
指
す
。

（
10
）	

粤
五
思
旦
　
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
高
（Augustin	

Ko

）。	

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
と
と
も
に
来
航
し
た
中
国
人
伝
道
師
兼
通
訳
。

（
11
）	

煩
累
頻
繁
　
め
ん
ど
う
な
事
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。
煩
累
は
わ
ず
ら
わ
し

く
め
ん
ど
う
な
物
事
。

（
12
）	

淹
留
　
長
期
滞
在
す
る
。
逗
留
す
る
。

（
13
）	
公
議
　
校
訂
本
は
「
公
義
」
だ
が
『
漢
文
外
国
一
件
書
類
』
お
よ
び
〔
別

台
―
〇
二
〕
に
よ
り
「
公
議
」
と
し
た
。
公
平
、
正
義
、
国
際
世
論
の
意
。

（
14
）	

神
を
留
め
ず
し
て
　
注
意
せ
ず
し
て
、
不
注
意
に
、
の
意
。

（
15
）	

調
治
　
治
療
。

（
16
）	

膏
肓
　「
膏
」
は
心
臓
の
下
部
、「
肓
」
は
隔
膜
の
上
部
を
指
す
。
こ
こ
に



病
気
が
入
る
と
治
ら
な
い
と
い
う
。
病
気
が
ひ
ど
く
な
り
、
ど
う
し
よ
う

も
な
い
さ
ま
。

（
17
）	

化
費
　
お
金
を
使
う
。
費
や
す
。
費
用
。
経
費
。

（
18
）	
西
土
　
西
洋
。

（
19
）	
糊
然
　
あ
い
ま
い
に
す
る
、
ご
ま
か
す
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
態
度
を
示
す
、

の
意
。

（
20
）	

存
恤
の
恩
　「
存
恤
」
は
な
ぐ
さ
め
め
ぐ
む
。
ね
ぎ
ら
い
あ
わ
れ
む
。
こ
こ

で
は
中
国
皇
帝
が
示
し
た
厚
情
の
恩
。

（
21
）	

苟
焉
　
無
意
味
に
。
い
い
か
げ
ん
に
。
お
ろ
そ
か
に
。

（
22
）	

天
主
の
聖
教
　
天
主
教
。
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
の
呼
称
。「
天
主
」
は

ラ
テ
ン
語
デ
ウ
ス
の
音
訳
で
神
を
意
味
す
る
。

（
23
）	

生
霊
　
人
民
。

（
24
）	

跋
渉
艱
楚
　「
跋
渉
」
は
山
を
越
え
、
河
を
渡
る
。
原
野
を
行
く
こ
と
を
跋

と
い
い
、
河
川
を
行
く
こ
と
を
渉
と
い
う
。「
艱
楚
」
は
艱
難
困
苦
。

（
25
）	

幫
持
　
助
け
さ
さ
え
る
。

（
26
）	

菁
莪
の
化
　「
菁
莪
」
は
草
木
が
青
々
と
茂
っ
て
盛
ん
な
さ
ま
。
人
材
を
教

育
す
る
こ
と
を
楽
し
む
こ
と
の
た
と
え
。『
詩
経
』「
小
雅
・
菁
菁
者
莪
序
」

に
「
菁
菁
た
る
者
は
莪
、
材
を
育
む
を
楽
し
む
な
り
。
君
子
能
く
人
材
を

育
む
に
長
ず
れ
ば
天
下
は
之
を
喜
楽
す
」
と
あ
る
。

（
27
）	

孔
孟
の
経
伝
　
孔
子
と
孟
子
が
説
い
た
儒
教
の
経
典
と
そ
の
解
釈
書
。

（
28
）	

辞
却
　
こ
と
わ
る
。
辞
退
す
る
。

（
29
）	

後
来
　
こ
の
の
ち
。
行
く
末
、
将
来
。

（
30
）	

遠
人
　
遠
方
の
人
。
こ
こ
で
は
琉
球
か
ら
み
て
遠
方
の
人
の
意
で
フ
ラ
ン

ス
人
を
指
す
。

（
31
）	

鞠
躬
尽
悴
　「
鞠
躬
」
は
体
を
か
が
め
る
こ
と
、「
尽
悴
」
は
心
を
尽
く
し

力
を
尽
く
す
こ
と
。
精
神
と
体
力
を
傾
け
尽
く
し
て
、
の
意
。

（
32
）	

踵
を
継
い
で
来
た
る
　
き
び
す
を
接
す
る
ほ
ど
続
け
ざ
ま
に
や
っ
て
く
る

こ
と
。

（
33
）	

閩
人
三
十
六
姓
　
十
四
～
十
五
世
紀
、
中
国
か
ら
渡
来
し
た
人
々
あ
る
い

は
そ
の
子
孫
を
指
す
。
琉
球
王
国
の
貿
易
・
外
交
事
務
を
担
当
し
た
。
か

れ
ら
の
集
落
が
久
米
村
で
あ
る
。

（
34
）	

定
鼎
　
都
を
定
め
る
こ
と
。
国
家
を
樹
立
し
安
定
さ
せ
る
こ
と
。

（
35
）	

斯
文
　
こ
の
学
問
。
儒
学
を
い
う
。

（
36
）	

鄒
魯
の
風
　
孔
子
と
孟
子
の
教
え
。
鄒
は
孟
子
の
生
国
、
魯
は
孔
子
の
生

国
。

（
37
）	

弊
竇
　
竇
は
穴
。
弊
害
と
な
る
点
。

（
38
）	

領
略
　
理
解
す
る
。

（
39
）	

借
端
　
あ
る
こ
と
に
か
こ
つ
け
て
事
を
起
こ
す
。

（
40
）	

測
度
　
推
し
は
か
る
。

（
41
）	

騒
攪
　
騒
ぎ
乱
れ
る
。

（
42
）	

申
飭
　
厳
し
く
申
し
つ
け
る
。

別台 -02
　
署
福
建
布
政
使
司
よ
り
琉
球
国
中
山
王
尚
育
あ
て
、
仏
船
来
琉
の
報
告

を
受
領
し
、
広
東
当
局
へ
仏
人
を
撤
回
さ
せ
る
交
渉
を
要
請
し
た
旨
の

咨
覆
（
道
光
二
十
五
《
一
八
四
五
》、
四
、
二
十
五
）

署
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
咨
覆
す
る
事
の
為
に
す
。

前
司
の
移
交
を
案
准
し
た
る
に
（
以
下
の
如
し
）。

道
光
二
十
四
年
十
月
初
八
日
、
貴
国
の
進
貢
使
臣
毛
嘉
栄
等
の
稟
も
て
繳

め
た
る
と
こ
ろ
の
、
貴
国
王
の
咨
文
に
拠
る
に
、
内
に
（
次
の
如
く
）
開
せ

り
。


